
／’ ， .. 

ー句．

研究会講演録

華 国 鋒体 制 の 分 析

中嶋嶺雄東京外国語大学教授

本稿は． 去る6月15日， 当研究所が主催した第4固定例研究会における中嶋儲縫東京外国語大学教綬

の講演録である。 先生の質改な御滞債を今後の参与ーの資とすべく ぷ者各位lζ御紹介する次第である。

1. 中圏内政を見る目

講師 中 嶋 M 雄 氏

北京i改変後の 中l刈がどうなっているか 特lζ華同鈴政lttl あるいは格国鋒体制というも

のの安定度はいかなるものであるかという乙とが本日の私lζ諜せられたテー7だろうと

思います。

昨日もある新聞によりますと 中国は乙の互に党大会を聞くのではないか。 それと前後

して中央委員会総会を聞くのではないか。 あるいは乙の秋には全国人民代表大会を開催す

ることによって名実ともに革国鋒体制というものを確立するんだというような報道がなさ

れております。 乙乙 1, 2カ月そのような見方がかなりどざいまして， 私は5月初旬lζ呑

港』ζ行ってきましたが， 香港大公報ーと承知のようにこれはrj1国系の新聞でどざいます

けれどもーの非葬民社長などもそのようなζとを言って おります。 おそらく乙れは華同
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鋒政織というもののスケジュールだろうと恩いますが， そのスケジュールがほぼその通り

実現した院には実は私どもは との問題を もう一度論じなければいけないわけでどざいまし

て， 果たしてそういうスケジューJレ通りに中国の政治プログ ラムが進行するかという問題

も ございます。 そしてかりにそのようなスケジュールがプログラム通りに進行いたしまし

たとしても， 乙れまでの中国共産党の近い過去における状況というものを振り返ってみる

と， たとえば文化大革命直後の九金大会， あの九金大会は19 56 年の八全大会以来なんと

13年ぶりで， しかも文化大革命という非常に大きな激動を経過して聞かれたわけでありま

す。 そ乙ではいわゆる毛林体制が燦然と確立したかに見えたわけでどざいますけれども，

その体制確立そのものも次の崩簸を内包していたわけでどざいまして， やがて林彪事件を

経なければいけなかったわけでどざいます。 林彪事件が一応処断された直後iζ開かれたの

が73年夏の十金大会でどざいました。 乙 の十金大会iれ、わば文革と脱文革の角逐の中で聞

かれたというふうに見ていいわけで ございますけれども， ある種の妥協が成立した上で，

ともかく表面的には反潮流というような文革ラディカルがそ乙に地位を占めまして， 王洪

文が党副主席としてさっそうと受場したわけでどざいます。 もとより乙の十全大会は王洪

文の党規約改正報告と周恩来の報告との間にも， 当時在、も指嫡しましたように， 非常に大

きなトーンの食進いがどざいまして， そ乙に問題がすでに明らかであったわけでどざいま

す。 しかしながら， 十金大会によって中国はまさに老巾背の三 結合を実現し， 王洪文ζそ

文化大革命を代表し， 新しい中国の精神， 新しく生まれ出たもの， つまり新生事物を体現

するザーダーであるとされ， 盛んにクローズアップされました。 そ の十全大会そのものも，

大会による新しい人事の 確定そのものが次の崩域をはらんでいたわけでございます。

そうしますと， 一部の新聞が言いますように， 撃国鋒体制というものがそれなりの政治

的儀式を行えばそれによって肇国鋒体制が安定したというふうKは言えないわけでどざい

まして， 問題は 果たして今 日の中国がこれまでの中国内部に存在したある種の政治的悪循

環を本質的に断ち切っているかどうかというと乙ろにかかっているわけでどざいます。 ζ

の 点がなくして， いかに大会がキャンぺーンとして行われていましでも， 十全大会， そし

てその前の九金大会が示したどとく， それは当面もしかすると筆図鋒体制というものを印

象づける， そしてクローズアップさせるかもしれませんけれども， それはや がて次の分裂

なり崩域をもたらす端緒にならざるを得ないわ けでどざいます。 ζういうふうに見ますと，

私が申し上げましたように， 中国のリーダー ・ シップそのものがそういう悪循環から本質

的に解き放たれたのかどうかという乙とをまず見て行かなければなりません。 乙ζiζ私ど

もの一つのポイント があるわけでございます。
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2. 不安定な華国鋒 体制

さてその辺を見る場合には， とれまでの少なくとも北京政変をはさむ昨年来の中国の政

治の動きというものを振り返ってみる必要があろうかと思います。 そζでそういう政治的

な歩みを振り返ってみたいと患いますが， その育l]IC， 現時点においてそれでは筆国鋒体制

というものがそういう安定性を見通す乙とができるかどうかというζとに触れてみたいと

思います。 つまり私の今までのプレゼンテーションは かりに11 全大会というものが聞か

れ， そζで大々的に華国鋒支持のキャンぺーンが行われたとしても， 果たしてそれで中国

が撃国鋒体制を囲め た乙とになるのかどうかというζとについてはまだまだ疑わしいとい

う前提であるわけですが， そのζとはさておきまして， 当面の現在の状況というものを乙

乙で考えてみたいと思います。

私が現在まだまだ禁固鋒体制が安定したというような乙とを言い得るいかなるインディ

ケーションを一つも発見 できないのは， 一部の報道などにもかかわらず， やはりそれを証

明するに足る材料というものがほとんど欠如しているからでどざいます。 まずあれほど重

要な政変が起ったにもかかわらず， 今日に至るまで禁問鋒体制はいかなる制度的， 政治的

認知をも受けていないというζとなのです。 乙れがまず一番重要な点ではないでしょうか。

つまりあれほど大きな変化が起り， そしてまた4 人組打倒， 4 人組打破という膨群たるキ

ャンペーンが真底から行われているのであれば， その流れに沿って少なくとも中央委員会

ぐらいはもう聞かれていなければいけない。 にもかかわらず あれほどの政変がありなが

らζの8カ 月すでに全くそういう組織的 制度的空白のままで今日に至っているわけでど

ざいます。 中央委員会， あるいは党大会というものももちろん聞かれておりませんし， 全

国人民代表大会などもその気配もどざいませんけれども， 乙ういう状況でどざいますと，

現在の中国の最高政策決定機構， 機 関であると乙ろの党中央政治局常務委員会というもの

を見てみましでも， ど承知のように9 名存在した政治局常務委員会の中で現在残っている

のは警国鋒と築剣英， その2人だけでございまして， 肝心のポリト・ ビューローの人事的

な補撲もできていないわけでございます。 そして言うまでもなく国務院その他のいわゆる

閣僚級のところも穴があいたままになっております。 なぜそのことができないのか。 こζ

』ζ一つの着眼点がある乙とは当然だと思います。

それから2 番目の点は， 華国鋒はそういう形で制度的 にも組織的lζも何らの認知を得て

いない。 つまり自分でクーデターを行って， 自分で権力を纏って， そして相手が惑いと非

常に口ぎたないののしりの言葉を連日のごとくはいているというのが現状でどざいます。

そういう状況であるにもかかわらず， 他方では， 乙れも皆さんすでにど承知のように， 今
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日 の撃国鋒は権力のシステムの上からいいますと毛沢東 も， 周恩来も， そしてまた今岡ポ

ドコツレヌイを失脚させたプレジネフでさえもまだ それだけのものを侮ったことのない， 党，

政， 'iJIの三権を全認彼一人が依然として掌鍾しているという乙とであります。 ど承知のよ

うに， 撃国鋒は去年の10月 7日ICクーデターを起ζしました。 そしてそのクーデターが起

った同じ自に党中央主席兼党中央'.tf!·µ委員会主席というこつの権力を手にしたわけでござ

います。 乙の乙とは， あの政変がたしか12日のデイリー ・テレグラフなどをはじめとして臼

本にも伝わったわけですが， しばらくはζの10月 7日というまさにその時 期iζ事同鋒が権

力を軍事取したんだという乙とは報じられなかった訳です。 その後10月20 Bど ろ人民日報の

H説の中でさりげなくその事実が伝えられました。 ですからあまり新聞などでもそのとと

は報じられませんでしたけれども， まさ 』ζ草国鋒は10月 7日lζ4人組を打倒して初めて彼

が権力lζつ く ととができたということは歴然としているわけでございます。 そして同時lζ

彼は， 去年の天安門事件以降国務院の首相で ありましたから， 乙ういうふうに党， 政， 11!

の三つの権力を一手に似っているわけであります。 それが果たして華同鋒の政治的安定度

に よってそうなっているのか， あるいは中国のリーダー ・シγプの中で肇国鋒にそれだけ

のすべての権力を供与するという合議の上でそうなっているのか， 払iζはそう恩われない

わけでどざいまして， ζれはまさに稽悶鋒が あのような形でいわばクーデターを実現して，

もうすべての権力というものを少なくとも自分で成し（�｝る範囲におきましてとにかく必死

にな って鐙りしめていて， その権力のいわば分散なり， そういうある種の集団的なシステ

ムというものをとる乙とさえでき ないほど， 準［付鋒はある立味での不安の中で臼を送って

いなければならない情況にあるので はないか。 従って， 「l分があのとき非常に異常な）�で

手にしたものを全認 今彼が鐙っているという， 社会主義の歴史にも例を見ない状況が今日

依然として存在しているわけでどざいます。

ζの二つの常識的な問題を考えただけでも， 茶阿鈴体制というものが現在来たして安定

しているかどうかというζとiζつい ては， 幾つかの留保をつけなければいけないという乙

とがおわかりいただけるのではないかと思います。 実は， 本日の講演のテーマも掌同鋒体

制の分析というふうに なっておりますけれども， 果 たして華国鋒レジーム， 体制というふ

うに言う乙とができるかどうか， それさえも疑問であるというふうに考えざるを得ないわ

けでございます。 果たして体制というほどのものができているのかどうか。 もしも格凶鋒

レジームというものが機能しているならば， 少なくともポリト ・ ビューローぐらいは全部

埋まっていなければいけな川わけでどざいまして， 現在そのような状況になし、。 そのよう

な状況にない華 同鋒は， あとでお話ししますように， ますます白地しに卸小平の彬lζおぴ
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えぎ．るをi与なし、。 乙れが現在のカy コ付の司霊園鋒体制の姿ではなし、か というふうな気がし

て おります。

3. 華国鋒体制の矛盾

さてそれでは一体なぜ禁固鋒はそのような不安な 状況にあるのだろうか。 乙の問題の一

番線源的な問題は， 何といいましでもあの北京政変そのものを華国鋒が説得的な論理によ

って説明し得ない。 ある意味では華同鋒のレジテ7シーというものが非常κ疑わしいとい

う問題がそこにあるわけでござ います。 乙れはどういう問題なのかという乙とでございま

すけれども， 先ほど申し 上げましたように， 昨年のあの10月の政変というものは今目撃国

鋒のクーデターであったという 乙とがますます歴然としてきて おります。 私は当時からあ

れは筆国鋒のクーデターであったという乙とを申し上げてきたわけでどざいますが， ど及

知のよ うに中国側は4 人組がクーデターを起そうとしたものを未然、に防いだんだ。 4人組

の権力若手取の陰謀を防ぐためのいわば予防ク デターであったというような形の表現をと
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ったのですが， 果たしてそうであったのかどうか， 乙の問題 は現在すでにかなりはっきり

してきております。 結論を申し上げますと， 先ほども言いましたように， どう見てもζれ

は掌国鋒のクーデターであった。 というととになりますと 乙れまでにも申し上げてきま

したように， 文化大革命なり批林批孔運動などの経過を通じて， いわゆる文革ラディカルの

人たちは毛沢東側近として政治を私 視し， 政治を��霊的に運営してきた。 ですから大状況

においてはまさに4 人組は指郵さるべきであったにもかかわらず しかしながら毛沢東死

後まだ裂もあけない 服E短期聞にあるといういわば極限的な状況においてJレール違反をやっ

た のは明らかに禁固鋒の方であって， 4 人組ではなかったということが徐々に明らかにな

ってきているわけでどざいます。 4 人組は確かにいわば政治を私視し， そして大衆の聞の

怨霊の的になっていただけに， 4人組を打倒するときの下手人として大衆は肇国鋒を拍手

喝釆し， 英雄 化いたしました。 しかしながら， やがて時聞がたつにつれて， 一体筆国鋒 の

やり方はそれでよかったのかどうかという， その手続上の問題をめぐっていろいろな疑義

が出てきているわけでどざいます。 そのような疑義が一番多く出ているのは言うまでもな

く白年層の聞からでございまして， とれは表にはほとんど出ておりませんけれども， 乙う

いうような批判がすでに筆国鋒K対しても存在してきております。 つまり華国鋒は一方で

毛沢東をたたえ， 毛沢東 思 想、を継承するとうたいながら， なぜ撃国鋒は毛沢東の教え通り

に4人組を批判しなかったのか。 毛沢東は批判団結批判という乙とを言い， あるいは闘争

批判改革という乙とを言ってきたわけでありまして， それとそが毛沢東のいわば政治批判

なり俗力批判の やり方ではなかったか。 に もかかわらず あのような挙国鋒の やり方は毛

沢点の教えに背くのではないか。 そしてつい乙の閉までど承知のように中国の最も早統的

な政治の体現者であった人々を一挙に反革命 陰謀家という いわば不当性といいましょ

うか． その理不尽に対していろいろな批判が出てきている。 それから一方では最近新4人

組 と言われるように， その後のもしも禁固鋒レジームというものがあるとするならば， そ

れらの人たちのある種の妥協的な迎合だと患いますけれども， 翠国鋒， ff.東輿， あるいは

陳錫聯などが， そして葉剣英もそ乙lζ入るわけでございます。 彼らを新4人組というよう

な批判も一部iと出ているわけでございまして， 乙れらの問題を今華国鋒氏自身が問われて

いるわけでございます。

4. 北京政変をもたらしたもの 一一一激動の1976年

そζでその問題はなんといっても重要なと乙ろでどざいますし， 禁固鋒体制の 分 析の－

f幹線本になりますので， 私の率直な見方を主JSべさせていただきたいと恩いますが， それに

は やはりどうしても過去l年ぐらいの政治の動きをざっと仮り返ってみる必要があろうか

と思います。 あるいは皆さん方にはすでによくど承知のζとだと思いますけれども， ちょ

-66-



． 、

<BN演録＞

っとそのため のお時聞を貸していただきたいと思いますが， 去年の1 月8日lζ周恩来総理

がなく なりました。 そして周恩来総理の葬儀が行われたのが 1 月の15 日 であります。 そし

てその葬儀に全中国を代表し， 中国民衆を代表してただ一人弔辞を読んだのが郡小平でご

ざいます。 その郡小平はl月 15日以来今日に至るまで公衆の面前から姿を消しているわけ

ですが， その彼の弔辞は非常にある意味では挑発的でもあるし， また． いかにも郡小平ら

しい弔辞で どざいました。 当時 の中国で枕言葉のように言わなければいけない文化大革命

の勝利であるとか， 文革の新生事物というような乙 とにはほとんど触れずに， そして周思

来の経歴についてもその前半生については非常に詳しく触れながら， 文革以降の周思来の

肝心のとζろについてはほとんど触れずに， 最後に彼が言った乙とは， 中国社会を工業化

し， 近代化するために粉骨砕身しようではないかということを言いましてその弔辞を結ん

でいるわけです。 乙 のようなニュアンスで今日言われている 「4つの現代化J路線を自分

は継示しますというζとを周恩来の前で寄って彼を葬送しているわけでどざいます。 その

ときにすぐ演滋の績に並んでいたいわゆる毛沢東側近の人たち 乙れは撃国鋒をも含む文

革派の人たちと言ってもいいでしょう。 非常にいら立ったζとは言うまでもどざいません。

10年かかって文化大革命をやり， 乙れほど毎日階級闘争を鼓吹し， そして批林批孔運動か

ら当時は水爵伝批判 とし、うととを展 開していたにもかかわらず， 結局都1J呼がそ乙まで台

頭してきた。 そしてそのような郡小平の台頭はまさに中国社会のいわゆる深部の力と申し

ましょうか， 社会の潮流に彼らがそれなりに 立 脚していたがゆえにそζまで再び台頭して

きた わけで ど ざいます。 そういう状況を一方に目撃しながら， 党中央の人たちは何とかし

て霊判、平の総 理就任を阻止しようとしたわけです。 ど承知のように当時は内外とも郡小平

が周恩来のあとを継承するのではないかというふうに言われていたわけでどざいます。 そ

ういう状況の中で1 月下旬から 2月初めに聞かれたと思われる党中央の会議では， とにか

く郡小平の総理昇格を阻止するζとができた。 そして 2 月7白の自に清華大学でいわゆる

走資派批判の幕が切って落されたわけでどざいます。 その翌日全世界は， 華国鋒という耳

なれない人物の名前を聞いて唖然としたわけです。 私はたまたまモスクワ空港におり立っ

た日でして， 科学アカデミーの友人が開口一番， 今乙のニュースをあなたはどう思うかと言

われたととを思い出しますけれども， まさに都小平を打倒するための走資派批判のキャン

ペーンの勃発 と肇国鋒の政治的台頭というものが いわば撃国鋒 ・郡小平関係の第一ラウ

ンドとしてそとに表に出たわけで どざいます。 乙の事実がやがて撃国鋒が郵小平の影lとお

びえざるを得ないという， そういう両者の聞のいわば政治構造の出発点に当面 はなる と考

えていいわけで どざいます。 やがて走資派批判のキャンぺーンが吹きあれました。 清華大
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などの大学キャンパス， あるいは当時盛んに大鹿油田とか， 大察あたりでも走資派批判が

吹きあれているというζとが報じられました。 私は決してそう怠っていませんでしたが，

中国はまさに走資派批判のキャンペーンの中で文革の新生事物を次々に定着させつつある

んだという報道がなされていたのが去年の春でどざいます。 一方， 乙れも当時からわれわ

れ気がついていたととでどぎいますが 周恩来の死κ対して党中央がほとんど 追悼する乙

とがなかった。 人民日報などは各国からの公式の弔電を載せただけで， 正規の宰相の死に

もかかわらず何ら弔意を表さ なかったし， そしてまた周恩来の事絞を追悼するような論文

も全く掲げなかったわけです。 今 日では全く状況が逆転しておりますけれども， 確かにそ

ういう状況があったわけで どざいます。 乙の乙とはやがて走資派批判というものが単に郡

小平批判を窓味するのみならず 周恩来批判をも意味する乙とに気づいてきた中国民衆を

非常Kある意味でいら立たせたのではないか。 その結果 清明節を 期してとにかく自分た

ちのやむにやまれぬ気持を表現しようではないか というふうに北京の市民たちは考えた。

ど承知のように天安門事件というのは 4 月 4 日の清明節に起っているわけですけれども，

単lζ北京だけでは なくて 各 地で同じような乙とが起ったわけでどざいます。 そしてζの

清明節の4月 4日の午前10時15分ぐらい 乙れが事件のクライマックスだと思いますけれ

ども， 天安門前の路上に大きく掲げられている毛沢東の写真と閉じ大きさの周恩来の写真

を， 民衆を隔てて人民英雄記念碑の頂上lζ北京の市民たちが掲げたわけです。 ζの毛沢東

の写真と周 恩来の写真を閉じ高さにおいて 向じ大きさにおいて民衆を間にはさんで対峠

させたというとの時間乙そ， いわば中国近代史上特 筆すべきと恩われる天安門事件のある一

つのクライ7 ＂／クスであったと思います。 それはある意味で中国の民衆が初めて毛沢東の

中国に対して， もう一つの中国があり得るんだというζとを意思表示し， 選択した乙とで

あります。 つまり周恩来の中国としてそれを表現したわけであり， そして中国の民衆は非

常 にとのウィ y ト lζ富む政治的なプレーを行いまして， 赤い小瓶を周恩来の写真につるし

たと言われております。 赤い小瓶は中国語でもシャオピンですし， 都小平の と とを シャオ

ピンと呼ぶわけですが， そういう状況がとにかくあった。 本来それでもって一つのデモン

ス 卜レーショ ンとして清明舗は終わるはずだったんですが， ど承知のようにそのととにい

ら立った官権が北京衛成区8341 部隊， あるいは首都工人民兵を動員して全部花輪を撤去

してしまった。 乙れに類するととは実はすでに周恩来死後の1 月19日に小規模な天安門事

件というのが起っているのですが， それだけにやむにやまれぬ気持で， しかも自分たちの

あ すの運命さえ定 かでない そとに参加したらどうな るかわからないという人たちが，

初 めて自発的K集まった大衆運動であった訳です。 中国のような8億5, 0 0 0万の国ですか
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ら官製的な デモに100万人動員する乙とぐらいはわけないですから， 今までの批林批孔デ

モに手を上げたり， 文化大革命を礼賛する場合の民衆とは途 って， それに加わるととが自

分たちの将来をも決定する そういうある意味で生死をかけたと恩われあ民衆が集まって

いたわけですから， 彼らは本気だ っ たと思うんです。 そこで あの天安門事件になるわけで

す。 乙 の経過については特に弘が申し上げるまでもどざいませんが， 5 日の 6時15分 ぐら

いから， これは人民文学K非常に生々しい描写がございますが， 徹底的な抑圧にかかるわ

けです。 とれは日本の機 動隊なんというものじゃなくて ほんとうに大へんな大量虐殺が

行われた模様でし て， 乙れは完全に報道管制の中で起っております。 ただ人民文学自身が

そ の乙とを非 常に生々しく， まさに文ながすべて血ぬられているかのようなゾッとする表

現でかなり具体的に書いております。 多数の高級幹部の子弟が死んでいるとも言われてい

ます。 それほどの大きな事件であったわけであります。

乙れは考えてみると， 毛沢東が言う造反有理なんです。 そうであるだけに との問題が党

中央κ与えた衝撃というのは非常に大きかったと恩います。 そ乙で：売；中央は翌4月7自に

急、拠政治局会議を聞いて郡小平のあらゆる職務を景l）�与する。 つ まり郡小平問題は主体的矛

盾であるとし， それを毛沢東のお墨付で， 毛主席の指示ILよりという形で決議いたします。

それからもう一つ決議があ りまして， それは率悶鋒を党第一副主席兼国務院の総理lζ昇格

させるという皆さんもど承知の決議です。 党第一副主席というポストは党規約にもないも

のですから， いかにどろなわ式lζ状況に驚いた党中央が決定しているかという 乙とがおわ

かりいただけるかと，思いますが そのときにやはり毛主席のお器付 を用いましてそういう

決定をしてL唱。 つまり野l、平・ 筆国鋒関係、の第2ラウン ドがまたもや動l、平を決定的に

失脚させる乙とによって今度は恭同鋒のいわば最後的な地位の台頭というものを決定する。

去年の4月7日でございます。

乙ういう燐迭を念頭に入れていただきますと， よく言われるように， 近い将来酌l、平が

今度は党大会を聞いて復活してきて 筆 国鋒 ・ 笥シト平体制によって中国はますます安定す

る だろうなどという， そういうアスペキュレーションがいかにある怠味では中国の政治，

文化というようなものの， 政治のスタイルの本質と采離した見方でしかないという 乙 とが

おわかりいただけるのではないかと思います。

そういう経過があった上でやがて中国は毛沢東の余 命いくばくもないという状況に徐々

に直面いたして行きます。 そしてど承知のように， そのことは党中央における毛沢東側近

派の中， つまり文革派の中の新たな分裂を引き起すんです。 そして肇国鋒あるいは花束輿

らの今日生き残っている部煩は， 乙の天安門事件が示したすさまじい大衆のエネルギー，
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痛烈な毛沢東政治への批判というものに驚き， いつまでも毛沢東の側近として存在したな

らば， 自 分たちの将来も危ないという感じになって行く。 いわばそのととによって毛沢東

の死 期が近づくとともに側近体制が分裂して行くわけでどざいます。 乙乙iζ一つのその後

の事態の発生の基盤があるわけです。 ζ乙で今私は毛沢東政治への批判と言いましたけれ

ども， それはもうすでによく知られているように たとえば秦始皇帝の時代は過 ぎ去った

というような表現は， 言うまでもなく毛沢東時代よ去らば去れという ととなんです。 そ れ

から幾っか誇を紹介しました けれども 私の教え子の北京大使館にいる者などが必死ICな

って書いてきたメモを見ますと 乙れは中国文化のJレ ネッサンスと恩われるような状況が

花咲きます。 その中では， 今でこそ翠問鋒は江育夫人などを盛んに批判しておりますけれ

ども， すでに天安 門事件において肇国鋒よりももっと前IC彼らは毛沢東政治なり江育を批

判して， そしてそのとき彼らは逆賊 と言われたわけです。 そして逆賊と言った人物は筆国

鋒であったわけです。 そ乙にも草間鋒の矛盾した他位が あるような気がいたします。 「冷

眼蓬雀翻妖風 熱血ー腔染江流J非常にみだ らな後たちが， つまりロぱしの黄色い観念的な

頭でっかちなイデオログーがさかしまな風を翻すのをわれわれは冷たく見ている。 決して

彼らに同調しない。 心はさめているんだという乙とです。 との妖風 の妖 はど承知のようiζ

銚文元を指すわけですし， それに 対して対句になっておりますから， もうーペん彼らを打

倒しようという， あるいは中国をもうーぺん変革するんだ という熱血が一挙にほとばしっ

て揖子江を染める訳ですから， 乙 れは言うまでもなく江青をさすわけです。 ζのような誇

がたく8ん出たわけです。 ζれは中国 人というのは表向きいわば毛沢東の旗を渇げ， 批林

批孔巡動， 林彪打倒と言いながら， いかに彼 らは政治 社会というものを彼らのメンタリ

テイの中で溜過して考えているかというととであって， 中国 人の性絡を知る上でこの詩が

あの天安門事件のときに出たというζとは非常に印象深いζとです。 とういう誇がたくさ

ん出たわけですから， やはりそのととはかなり衝慰霊的なととだったと恩います。

そういう状況はすでに8月の唐山大地震のときにはっきり現われております。 ど承知の

ように天安門事件のときに逆賊を打倒したのは江育夫人が中心となった首都工人民兵です。

天安門事件の反革命分子を打 倒したあと， 江育が 市の工人民兵の聞にはさまってにζにζ

笑っている写真が人民日報lζ出ておりました。 一方， 本来都市民兵はまさに地震とかそう

いう災害活動lζ最も精力的に活動すべき役割をになっているにもかかわらず， 唐山大地震

のときには肇国鋒は正規軍を動員して， 民兵IC救援活動を全くさせ なかった。 すでκ8月

にそういう状況がどざいました。

そういう状況の中で9月9日， 菊の節句の重腸節に毛沢東はなくなったわけでございま

す。 そういう状況ですからまさに毛沢東死しても中国民衆にとってはそれはときはなたれ
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た死であったわけで， だれも涙を流さなかった。 周恩来が死んだ時 と非常に大きな対照が

どざいましたけれども， 党中央のリーダーたちにとってはそれ乙そ大へんなことでござい

ました。 すでに毛沢東側近体制の中でそういう内部分裂が明らかになっておりますから，

やはり一番いら立ちあせったの は江育夫人たちだったと思います。 とζろがまず彼らにで

きる乙とはプレス ・ キャンぺーンをするととだけなんです。 4人組というのは実際に生産

点を握っておりませんし， 軍にも拠点 がほとんどなかったわけですから， 結局プレス ・ キ

ャンぺーンをする。 つまり文革型の政治指導をする乙とによって彼らのいわば危機を切り

妓け， 彼らの権力を確立し， 毛 沢東のあと自分たちが中心になってそれを 握ろうとした。

そして正確には9月 9自に毛沢東がなくなりまして 12日の日から人民日報には6文字の

スローガン， 既定方針通り やれというのが毎日のように毛沢東語録として出る訳です。 人

民日報を見ていますと， たしか21日でどざいますけれど も， それまでの黒ワクの人民日報

の編集， つまり獲に服していたという黒ワクが とれるわけです。 当時 人民日報を纏ってい

たのは4人組ですから， いわゆる 4人組としては阜く授があける ととによっていわば新し

いキ ャンぺーンを始め たいという， それだけあせっていた。 と乙ろがすで にど承知のよう

に， 乙の期聞をめぐって は党中央でも意見の一致が見られず， うちの大学 に 来ている中国

系の留学生なんかもそうですけれども， みんな喪章をつけておりました。 北京の国務院と

か役所なんかも幹部 たちが喪章をつけているんですけれども， その喪章をとった人もある

し， つけている人もある。 それから国旗が半旗になったわけですけれども， その半銭がま

た国放に戻ったり， また半旗に戻ったり， つまりそういう危機 的な状況の中で考えられる

ζとは、少くとも服喪期聞をどうするか。 その喪の期間だけはいわば政治的休戦ですから

その聞 に次の準備をせざるを得ないという状況があったわけでどざいます。 そういう状況

の中で4人組と言われる人たちは要するにプレス ・キャンぺーンをやったわけです。 既定

方針通り事を巡べというやつです。 また， そ れしか彼らlとは方法がなかったんです。 しか

しながら， 毛沢東の葬儀の日 に毛沢東の霊前で一致団結して， いわば毛主席のあとを継承

して行くんだと言った華国鋒が， 乙ともあろうに喪主もろとも それから弔辞を読んだと

きに横で巻紙を補佐してくれた王洪文 をも一網打尽にしようとは， そζまでは4人組は考

えていなかったん だろうと思います。 結局その極限状況においてJレール違反をやったのは

華国鋒である。 クーデター がいつ起っているかといいますと 10月7自に起っているわけ

です。 毛沢東が死んだのは9月9日， そ れから結局服喪期聞 について一致できなかったの

ですが， 10月 の8日まで， つまり1カ月褒lζ服そうという乙とが とにかく妥協的にきまり

まして， そのE獲に服している1カ月はい わばタイムのかかった休戦期間だと思っていたん

-71-



く講演録

でしょう。 その疫があける前 の日に一網打尽にしてしまった。 まさに肇国鋒とい う長い間

特務公安関係に長じ， そして在来氏lというやはり8341 部隊の司令官であり， 特務公安関

係を歩いてきたような人物とコンビネーショ ンを組む乙とによって初めて実現できた政変

だ といえる。 そしてその政変が実現し， そのあとは舷かに4 人組打倒iζ狛手喝釆が起った。

しかしながら， 今まで市しましたような ととすべてをとってみますと， そζにやはり禁固

鋒としても政変というものを理由づける， つまり社会主義政権の理論によって論理化する

乙とができない。 乙乙lζ禁固鋒にとっての一番弱点があると思います。 中央委員会はす ぐ

開 けないし， まさにその問題 が第ーにあるような気がいたします。 そしてζの問題はやが

て窄同鋒その人K対しでも果たしてそういう人物を中国 のリーダーとして安心してすべて

をまかせておけることができるかどうかという問題として起ってくる。 そうであればある

ほど， 掌国鋒はーたび纏った， まさにクーデターによって纏ったそ の俗力iζ必死になって

しがみついていなければいけない。 それが今日のような党， 政， JJての三権を彼が侮ってい

るというような状況では ないかと思います。

5. 郷小平の影の泡稿 一一一 護国鋒の不安

そしてζの問題の第二番目は， まさに郡小平の影におびえる護国鋒という表現をしたわ

けで どざいますが， ζれらの問題を見てみますと， 何といっても釜国鋒の経歴からしても，

彼自身の歩 んで きたむからしでも， 幾つかの問題で笹国鋒自身がジレン？になり矛盾の中

に当面 しているわけでどざいます。

それはまず第ーには， 現在の中間は路線的にはほぼ郡小平路線を歩んできている。 私近

い うちにあるとζろで翻訳せざるを得ないんですが， 部小平が 「三株議主主」と言われたよ

うな幾つかのプロク’ラムがどざいます。 これは毛沢点以後の中国をいかに近代化し， 工業

化するかというプログラムでどざいます。 その一番重要な のは党の工作についてのプ ログ

ラムでありますけれども， とれなどは 「三株孟l�Jという形で盛んに批判されましたが，

その全文を入手して見てみますと， 明らかに現在の主主困鋒政権がやろうとしている工業化，

生産地強の近代化路線というものは， すべて乙の笠宮小平のいわば「三株毒草」論に依拠し

ていると言っていいわけでどざいます。 乙 の間の大鹿の工業会議， あるいは12月終わりの

大築山2覧会議というようなものも， 言ってみればすべて郷小平， あるいは周恩来防線と言

っていいものです。 それは護国鋒自身がいわゆる工業化とか， l品業政策とか， そういう函

で の政策7ンではないというζと， つまり政策立案能力というようなζとになりますと．

ど うしても実務派幹部に依拠せざるを得ないという本質的な弱点がどざいましょう。 ある

いは今日の中国が必要とする対外関係， 外交問題においても同じ乙とが言えると思います。
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護国鋒が糊南のJRl民運動をやっているときの論文など， 乙の聞も東洋文庫からほ 乙りだら

けの学習という 雑 誌を探し出しまして訳したのですが， 位村工作といっても彼自身が農村

工作をやったわけではないんです。 つまり農村における特務工作をやりまして， いかiζ農

村 のブルジョア的な分子を摘発するかというζとをやってきたわけです。 そういう経歴で

あるだけに， 現在の中国がかかえている非常に大き な歴史的な転換点をにない得る政策能

力というものが肇国鋒にあるかどう かというと とでも疑問でどざいます。 それだけに路線

的には都小平路線というものに妥協せざるを得ないという 乙とになりますと， 乙れまでの

禁固鋒 と郡小平の政治的構造， 政治的葛藤からいたしまして， たとえば郡小平問題を全面

的に取り上げるということは当然彼自身の矛盾した立場というものをクローズ・ アップさ

せる 乙とに なります。 たとえば少くとも 去年の4月7日の決議というものをどういうふう

に するのか。 片方で 郡小平を打倒しておきながら護国鋒自身が天安門事件を押え， そして

彼自身がクローズ ・ アップしてきたあの天安門事件のときの逆賊 の立場が正義の立場K今

路線的にはなっている わけです。 そうすると当然， 護国鋒自身がお前は何であったかとい

う乙とを問われざるを得ないという問題がそ乙にあるよ うな気がします。 しかし都小平問

題は単に昨年 来の， あるいは一昨年来の部小平の政治的地位を云々するという問題ではな

しに， 今 日まさに一方では毛沢東政治lζ対する評価 をどうするかという非常に板本的な問

題にも触れてきていると恩います。 文化大革命iζ三分のあ やまりがあったと言っているの

は， 乙れはむしろ文化大革命の正しさは三分しかなかったという 乙とを意味するわけで，

乙れは中国人のパラドックスからしても当然のζとなんです。 そういうふうに考えますと，

や はり現在中国 の大きな潮流というもの は1957年までの大躍進政策以前の毛沢東思想な

りを， それまでは認め ようではないか， それ以後の毛沢東思想、というものは基本的に間違

っていたんではないかという乙とを， 実 は郡小平そ の人は言い続けてきたわけです。 その

問題をどう評価す るかということにもつながって乙ざるを得なし、。 毛 沢東選集第5巻が出

ましたが， 乙れはまさに大躍進政策前なんで， 言ってみれば十大関係論を含めてそれほど

問題のないと乙ろであるから今まで準備されていたものがほぼそのまま出た訳です。 私は

第 6 巻 が出るまでにはかなりの時聞が かかると思いますし， それまでにはまさに毛沢東思

想、の最も毛沢東恩怨らしいと言われてきた郎 分をどう評価するかという大きな問題をそ乙

にはらまざるを得ない。 ζういう問題があるだけに 乙の1月末における民衆の願望として

は静ト平が復活してほしい。 そういう壁新聞が出ております。 そして党の中 でも彦承志等

々の人たちにより何回も郵小平が間も なく復活するという乙とを言われながら， 依然とし

てそれが実現しないというζと 乙れは一つには郡小平 ・華国鋒聞の先ほど申し上げまし
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たような政治構造とともに ζの問題は単K郡小平の最近の動きをどう評価するかという

ζとを越えて， いわば中 圏内政の線本的評価をいかにするかという， まさにある意味では

毛沢東思想の評価， すでに始まっていると恩われる非毛沢東化という問題と密接にかかわ

ってきているような気がします。 そ乙』ζζの問題でなかなか結論が出し得ないという大き

な状況があるのではないかと恩うんです。 従って護国鋒が今野j、平の影におびえざるを得

ない。

ζういうことを考えてみまして， 撃国鋒にできる ζとは何ができるのか。 結局護国鋒に

できるζとは， みずからが有名な指導者で あるというある種の個人崇拝をかき立てるζと

でどざいます。 今日中国のものをどらんになると毛沢東 の写真以上にあちζちに護国鋒の

写真が出ている。 そしてあるいは義国鋒の書いた蓄を毛沢東の舎と並べてあち とちに普及

させております。 ただあの書を見ると華国鋒の字というのは非常に下手で品がない字です

から， 毛沢東の達筆に比べて， 文字の国の中国民衆は乙んな指導者について行けるかとい

うふうにみんな感じているんでしょうけれども， その と とを気づかないのが華国鋒の叢国

鋒らしいとζろではないかと私は恩います。

それから最近では， 結局自己の レジテ7シーというものを論理化できないがゆえに， 非

常lζ前近代的な権力継承のバターンなんでしょう けれども お墨付 を競い合う。 片方は既

定方針通りゃれだとすると 片方は毛主席lζあなたがやれば私は安心だと言ったという例

の去年の4月 30日のお擾付を盛んに言う， それを最近は油絵に書いて， その油絵を復製し

てあちとちに配っている。 つまり 毛主席が筆国鋒lζ寝床で， あなたがやれば私は安心だと

いうふうK言っているその姿を油絵に書いて そ の普及版を作ってあち とちに配っている

というのが現在の状況ですが， それはやっぱり華国鋒の本質的な非常に不安定な状況を反

映しているのではないでしょうか。

結局彼にできる乙とは， そ のような自己絶対化と， そしていかに4人組が悪かったかと

いういわば彼らに対する罪状暴露しかできない。 しかしながら， 乙の罪状暴露というもの

も果してどれほどの正当性を持つのか。 今になって江育夫人 が国民党の特務で あるとか，

紅色女郎で あるとか， ほんとに口ぎたない言葉を連日のように使っておりますけれども，

だ とすればなぜ今日まで彼らを打倒できなかったのか。 結局毛沢東なきあと初めて打倒で

きたわけですから， そζは歴然と将軍力闘争の影があるわけで， そ のことはあの賢い中国人

が わからないはずはない。 従って， 現在のようなパターンの4人組批判というものはやが

て彼が天lζつばをはくことにもな ると思いますし， そしてまた毛沢東思想を掲げ ながら毛

沢東の最愛の委であった江育をあれほどまでに罵るとい うととは， 結 局毛沢東をも胃潰し
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ていることになるというような悪循僚の中に 今日の護国鋒というものが存在しているので

はないかと弘は思います。

結論的iζ申し上げますと， どうも今申し上げたような乙とをすべて含めて， そもそも去

年の 10月の北京政変とい うものが中国 政治の積年の惑循原を断ち切るどζろか， そのいわ

ば中国政治のガンの手術のために行った手段そのものが非常に そζに大きな問題を妓して

行くということにおいて， 内政の 悪循原というものを断ち切れなし、。 現在の状況ですと．

いつ撃国鋒が今度はい わば俗な言葉で言えば自分の寝首をお そわれるかもしれないという

不安にとらわれざるを得ないような状況が一方にある。 そ のような中固にと って言えば党

内でも中央委員会 さえも聞けないような状況の中で たとえば日本とかアメリカでそれを

認知してく れるということは非常に中同にとって心強い ζとなんで しょう。 日中平和友好

条約の捌縮条項締結という乙とをいか に現在の中国が欲しているかというととの1�長にも，

乙のような問題があろうかと恩います。

6. 北京と平犠

外交問題をいろいろお話しし たい乙とがどざいま すけれども， 時 間の関係もどざいます

ので， 私の問題提起を以上で終わらせていただき たいんですが， 実はきょう講演の依頼を

受けましたときに， 一つだけ北朝鮮と中国との関係lζ触れてもら えないかという注文がど

ざいました。 との問題， 実は私よりもまさに皆さん方lζ教えていただかな ければいけない

んですが， その問題だけを一言触れさせていただきたいと思います。

正直言って実はそのととを証拠づける よう な材料に非常に事欠くわけでどぎいまして，

おそらく今日の国 際関係の中で一審わかりにくいのが中朝関係だろうと思います。 従って

私の仮説といいましょうか， 越本的なJt方をど披露したいと思いますが， 私はこのように

見ております。 健かに北朝鮮は中ソ対立のはざまに あって， あるときは中国， あるときは

ソ連というふうに動いて参りまし たけれども， 結局そのような北朝鮮の動き方が， 結果的

に中国 からも， ソ速からも信用を失っているという謀本総造があ ろうかと患います。 もち

ろん中国もその場の状況に応じて， あるいは中ソ関係IC応、じて北朝鮮に手をさしのぐくたり，

あ るいはソ述側もそ のような対応をとろう かと患いますけれども， 基本的にはどうも今日

の北朝鮮の悲劇というものは中ソ関係を様作できると思いながら 結果的に全く逆の状況

に陥っているというのが北朝鮮と中国との関係 あるいはソ辿との関係の基本前提だと思

います。 そζで中国側がそれについ て何か言っている材料があるのではないか。 たとえば

一昨年の4月18日から26日までの金口成の訪中のときにもそのような問題をいろいろ私も

見てきたわけですし， そしてその問題についてはいろいろ異例な状況がたくさ んどざいま
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して， 乙れは皆さんすでに十分詳しくど研究のはずでどざいます。 たとえば感謝包の打ち

方， あるいは中間の同境を通過したときの金目成の国境での電報の内容等々， いろいろ異

例なことや奇妙な乙とがございまして， 単4ζ北京での金目成のレセプシ ョ ンでの発言など

の中から， そして彼を迎える中国倒ljの発言の中から中国と北朝鮮との食違いを探すζとが

できる だけではなく， もっと形式的な問題でも郡小平 ・金日成両？？脳の演説のテキス卜以

外lζいろいろ探すζとができる。 それほどまでに関係がぎくしゃくしているような気がい

たします。 その問題を諮っている唯一の そしてかなり決定的な材料は例の喬冠撃の演説

ではないかという気がいたします。 喬冠華は 北 京政変Kよって今は失脚しましたけれど

も， にもかかわらずやはり中国の法本的な北朝鮮に対する姿勢を現わしているというふう

に解釈していいのではないか。 と申しますのは， ど 承知のように喬冠撃は今日の黄華外相，

あるいはも っと若手で日本にくる符治などとともに長い間周恩来外交の実務的な担い手で

どざいました。 特に喬冠華は50年代からすでにそうであったんでありますし， ただ結局中

国においては外交官ない しは外交幹部 というものの他仰が非常に低いんです。 誌冠惑でさ

えも手の中央委員， �Jの49年K毛沢東 周恩来の怠を受けてスチュアート 大伎と極夜、観lζ

米中接触の 交渉をしていた黄華現外相， 前国連大使でさえも党内の地位は非常lζ低い。 乙

ういう状況がどざいます。 そ乙iζ 外交官僚の一つの悲しさといいましょうか， さが， いわ

ば外交幹部としての弱さなんでしょう。 喬冠主主－という人物はあまりにも周恩来色が強かっ

た。 そのために彼は周恩来が病気になり， そして中国政治の潮流が周恩来批判iζ向おうと

している批林批孔迎動， 水1評伝批判の中で， あまりにも周恩来色が強かったがゆえに， 彼

はいわば節を曲げて江背夫人たちに近づいたんです。 Afi冠警の読みが浅かったといえば浅

かったんですけれども， 結局そのことが袈自に出て彼自身 失脚して大衆裁判にかけられる

という運命lとあっているわけです。 ただ彼自身がずっと 外交部の中で実務的な問題を纏っ

てきたとい うととからして， そして喬 冠撃の今日の失脚にはそういうような特別な要ぷが

あったというζとから考えますと， やはり喬冠惑の演説というものは中国の 外交政策を知

る上で基本的lζ電視していいテキスト だ と思います。 そして例の 1975 年に行われた喬冠

華街説の信恋性については， 私ども十分なテキスト 検討を行いまして信走塁性を疑わないわ

けでご芯います。 非常にとまかいととろまで検討いたしました。 たとえば彼が問述の 「A

NCA R CJ について間違っ た表現をしている。 そんなようなζとも あえて間違った表現を

し ているζとは むしろ正しいんだというζとが， テキス ト の 検討 をやった上の結論でござ

いますけれども， そのときに彼が言っているのは乙ういうζとなんです。 「普通中凪で集

会があって金日成の名前を中国の指導者が言うと会騒がぎわっく。 それほどまでに金日成
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というのは中国 の幹部たちにとっていわば軽蔑の対象であり 笑いものにされている人物

であるJ とういうふうに言っています。 金日成の名を口K出すと会場 の同志諸君は何やら

顔を寄せ合って耳打ちしているが， 皆さんは彼のζとを根っから の修正 主義者とでも言い

たいのだろう というふうに言いまして， だ けれどもそんなζとを言ってはいけないという

ふうにたしなめて いるんです。 結局そのような乙とをい ろいろ言いまして中朝関係につい

て詳しく論じているわけでありますが 例の雀庸健が北京に来た69年9月の党・政府代表

団の問題を取り上げまして， 「朝鮮は初めわれわれと親密だったけれども， その後われわ

れから離れてソ述に近づいた」そして中国から見た場 合ですけれども， 「ソ述修正主義を

圏内iζ氾濫させた。 やがてソ速にーばい食わされて， 彼らはまた小日本の軍 国主義復活が

乙わくなり， さっそく径五！？健を派遣してきたん だ から やむを得ずわれわれはあまり気が

進 まなかったけれども， 周恩来をピョンヤンiζ派遣してあ のような共同声明を行ったんだ

というような乙 とを実は喬冠撃が言っているわけです。 乙れ はもうすでに皆さんど承知の

ことだろうと，思いますけれども， 乙れらの状況から見まして， 私が 先ほど申し上げました

ような乙とは越本的 に一つの法本構造と して言えるのではないか。 ですからよく言われて

いるように， 大陸油田から北朝鮮にノfイプが行っていても それはたかだか口径30センチ

ぐらいのもので， l臼フJレに石油が送ら れでも年間大した最ICならないんだ と いわれてい

ます。 非常にシ ンボリyクな， 北朝鮮 に対する援助はさしのべていながら， ほんとうのい

わば両者の関係， あるいは北朝鮮の経済的 困難というものを中国はサポー卜しようという

ような気はさらさらない のではなし、かと思います。 その裏返しとしてそれではソ述と北朝

鮮の関係はどうかというと 金日成やピョンヤンの乙とを口に出すとその問題はもう触れ

たがらないという顔をするわけで， 閉じ乙とを 私は外務省のグロムイコの下にいるソiili極

東第一部長のカ ーピッツアーとじきじきに会って その問題がテー？ではなかったんで す

が， 話したときに， 非常に彼はし、ゃな顔をしまして金 日成のととに触れたが らない。 乙う

いう状況から見ますと， どうも 先ほど私が申しましたような構造が中朝関係の中lζ言える

のではないか。 というζとは， やっぱりそれだけ中国 ， 朝 鮮によるとζろのコント ロール

という ものがある状況においてはひょっとするときかなくなるという状況の中に北朝鮮が

ある かもしれ ないという惣定をももたらすような気がするわけでございます。 以上はおそ

らく私など乙の問題は素人でござ いますのでほ んのつけ足しで あったかもしれませんけれ

ども， あえてお求めいただきましたので一言触れさせていただきました。

どうも長 い乙と ど傍聴ありがと うございました。 （拍手） ー了一

（文責・編集部）
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